
1 

 

 

第２６０６回 ７月第３例会 ７月３０日（木） 

[  相原ガバナー公式訪問例会  ] 

●点鐘 鴨田 武 会長 

●ロータリーソング/四つのテスト 

●会長の時間 鴨田 武 会長 

●幹事報告 倉持好二郎 幹事 

●委員長方針発表 

●相原ガバナー卓話 

●出席状況・ニコニコ報告 

●点鐘 鴨田 武 会長 

点 鐘 

 

会 長 の 時 間 

 鴨田会長 

本日は、相原ガバナーによる公式訪問例会です。ガバ

ナー宜しくお願い致します。 

落語「千早振る」をご存知ですか？ 

知らないのに知っているフリをすることは、世の中では良

くないことだが、人生には数多くあります。もっと悪いのは、

知っているのに知らないフリをすることです。 

最近も様々な組織で不祥事がありますが、大事なのはナ

ンバー2 の存在です。安倍政権が長く持っているのは、ナ

ンバー2 の菅官房長官がしっかりしているからです。逆に

色々な省庁で問題が出てくるのは、トップもそうですがナ

ンバー2が悪いからだと私は思います。 

落語「千早振る」から、改めてナンバー2 の大切さを感じ

た次第です。 

 

幹 事 報 告 

 倉持幹事 

次回の例会は 8月 6日(木)ガーデンパレスにて武銀地研

部長 松本博之様の卓話例会となっています。 

8 月 27 日(木)はガーデンパレスにて 元ガバナー加藤玄

静（げんしょう）様をお招きしての創立記念例会です。 

是非、大勢のご出席をお願いします。 

8 月 13 日(木)と 20 日(木)は休会になっておりますので、

お間違いの無いようお願いいたします。 

8 月の理事会は 予定通り 8 月 6 日(木)卓話例会の前に

行いますので、役員・理事の方はご出席お願い致します。
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相原ガバナーによる卓話 

   相原茂吉ガバナー 

   

本年度の RI 会長ホルガー・クナーク氏のテーマは「ロータリーは機会の扉を開く」で、好機は待っているだけでは訪れ

ず、行動してこそ道は開く…人々をロータリーに引き付けるのは正に友情と人脈づくりの機会と解釈しました。 

そこで 2570地区のテーマを「Let’s make fellows！」「友達をつくろう」としました。 

2020-2021 年度は、積極的にロータリーの扉を開き一緒に活動し、そしてできるだけ多くのともだちを、すなわち価値

観を共有する仲間を一人でも二人でも増やして欲しいのです… 

 

出 席 状 況 報 告 

      

宮内和弘出席奨励委員長       司会／松岡 保会員 

T 正会員数 59 名 

P 理事会欠席承認者 37 名 

本日の出席者 63％ 

ニ コ ニ コ 報 告 

 

〇和田地区副幹事・高橋地区副幹事 

ガバナーのお供で参りました。お世話になります。 

〇鴨田会長 

相原ガバナー様ご来訪ありがとうございます。よろしく

ご指導下さい。卓話楽しみにしております。 

〇倉持幹事 

相原ガバナー本日はお世話になります。 

〇小山会員 

相原茂吉ガバナー、コロナの中をようこそおいで下さい

ました。心より歓迎いたします。 
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〇蔭山副会長 

相原ガバナーようこそおいで下さいました。 

〇黒渕会員 

相原ガバナーようこそおいで下さいました。本日は宜し

くお願いします。 

〇福島会員 

相原ガバナーようこそおいで下さいました。また、田代

ガバナー補佐再来訪ありがとうございます。 

〇小松会員 

相原ガバナーようこそ行田に‼ 

※本日のニコニコは 14，000円でした。 

 

 

●パネルディスカッション テーマ：～我がクラブの誇れる点～ 

 
行田ロータリークラブでは、地域のどこに奉仕の必要が存在するか、これに奉仕するにはどんな手順を踏むべきか、

自分はどの方面に奉仕ができるかを学び、地域社会との「つながり」を持つことをテーマに、地域に根差した奉仕活動に

取り組んでおります。 

昨年度の事業を振り返ってみると… ○防災公開講演会の開催/防災システム研究所所長 山村武彦氏を講師に迎

え約４００名の市民の方にご来場頂きました。 ○行田市スクールバンドフェスティバルへの後援 ○行田市図書館「行

田ロータリー文庫」への図書寄贈 ○行田ロータリークラブ会長杯争奪少年サッカー大会への後援 ○京都大学 iPS細

胞研究所への支援…等、行いました。 
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